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１ . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 ド イ ツ の 無 神 論 的 実 存 主 義 哲 学 者 。 主 著 『 存 在 と 1

時 間 』 で 、 死 へ の 存 在 と 世 界 内 存 在 へ の 自 覚 が 必 要 で あ る と 説 い た 。

２ . ハ イ デ ッ ガ ー の 説 く 、 確 実 に 訪 れ る 死 と そ の 可 能 性 を 直 視 す る こ と で 、 2

た だ 一 人 の 一 回 だ け の 自 己 の 実 存 に 向 き 合 う こ と が で き る と し た 在 り 方 。

３ . ハ イ デ ッ ガ ー の 説 く 、 人 間 な ら で は の 実 存 の 構 造 。 人 間 は 現 存 在 （ 単 に 3

存 在 す る の で な く 、 常 に 「 存 在 と は 何 か 」 を 問 い か け る 存 在 ） と し て 、 他

者 や 事 物 と 関 わ り 合 い を も ち な が ら で な い と 存 在 で き な い 。

４ . ハ イ デ ッ ガ ー が 脱 却 す べ き と 説 い た 、 本 来 の 自 分 を 見 失 い 、 日 常 性 や 匿 4

名 性 に 埋 没 し て 生 き る 人 間 の 在 り 方 。

５ . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 ド イ ツ の 哲 学 者 ・ 数 学 者 。 現 象 学 の 祖 。 現 象 学 と 5

は 「 単 な る あ ら わ れ 」 に す ぎ な い 様 々 な 現 象 に つ い て は エ ポ ケ ー （ 判 断、 「

停 止 。 数 学 用 語 で 「 括 弧 に 入 れ る ） と い う 手 法 で 排 除 す る こ と に よ っ て 、」 」

「 事 そ の も の 」 や そ の よ う に あ ら わ れ る 条 件 や 構 造 を 明 ら か に し よ う と す る

哲 学 。 ex . 「 リ ン ゴ に 見 え る か ら と い っ て リ ン ゴ と は 限 ら な い 。 リ ン ゴ に 見

え る の は な ぜ だ ろ う か ？ 。 ハ イ デ ッ ガ ー や サ ル ト ル も 、 現 象 学 派 。」

６ . P E R S O N 2 0世 紀 、 仏 の 無 神 論 的 実 存 主 義 哲 学 者 。 主 著 『 存 在 と 無 』 で 、 6

人 間 は 自 己 の 可 能 性 と 未 来 に 向 け て 開 か れ た 自 由 な 存 在 （ 対 自 存 在 ） で あ

り 、 可 能 性 を 先 取 り し て 行 動 を 企 て る 投 企 的 存 在 で あ る と 説 い た 。

７ . W O R D サ ル ト ル が 著 書 『 実 存 主 義 と は ヒ ュ ー マ ニ ズ ム で あ る 』 の 中 で 、 7

事 物 が 本 質 に 固 定 さ れ た 即 自 存 在 で あ る の に 対 し て 、 人 間 は 、 ま ず こ の 世

に 存 在 し （ 実 存 、 そ の 後 で 自 分 が 何 で あ る か （ 本 質 ） を 主 体 的 に 定 義 す）

る と 説 い た 言 葉 。

８ . W O R D サ ル ト ル が 著 書 『 実 存 主 義 と は ヒ ュ ー マ ニ ズ ム で あ る 』 の 中 で 、 8

人 間 は 自 由 に 選 ん だ 行 為 に よ っ て 自 己 を 示 し 、 そ れ に 全 面 的 に 責 任 を 負 わ

な け れ ば な ら な い 運 命 に あ る と 説 い た 言 葉 。

９ . サ ル ト ル の 説 く 、 自 分 を 社 会 に 投 げ 込 ん で 自 己 が 社 会 に 拘 束 さ れ る と 同 9

時 に 、 自 己 が 新 し い 状 況 を つ く る と す る 思 想 。 主 体 的 な 社 会 参 加 の 意 味 。

1 0 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 フ ラ ン ス の 哲 学 ・ 神 学 者 。 ア フ リ カ で 医 療 ・ 伝 道 10

活 動 を 行 い 「 生 命 へ の 畏 敬 」 を 主 張 「 密 林 の 聖 者 。、 。 」

1 1 . シ ュ ヴ ァ イ ツ ァ ー の 説 く 、 生 あ る も の 全 て を 尊 重 す る 考 え 。 今 日 の 環 境 11

倫 理 に つ な が る 。

1 2 . P E R S O N 1 9・ 2 0世 紀 、 イ ン ド の 政 治 家 ・ 思 想 家 。 非 暴 力 ・ 不 服 従 で イ ギ 12

リ ス 支 配 に 抵 抗 し た 独 立 運 動 の 指 導 者 「 イ ン ド の 父 。。 」

13 . ガ ン デ ィ ー の 説 く 、 精 神 力 や 愛 の 力 に よ っ て 勝 利 す る こ と 。 こ の 実 践 が 13

非 暴 力 ・ 不 殺 生 （ ア ヒ ン サ ー ） で あ り 、 イ ギ リ ス 支 配 に 非 暴 力 ・ 不 服 従 で

抵 抗 。

14 . ガ ン デ ィ ー の 説 く 、 サ ッ テ ィ ヤ ー グ ラ ハ （ 真 理 把 握 ） の 実 証 。 14

1 5 . P E R S O N 2 0世 紀 、 旧 ユ ー ゴ ス ラ ヴ ィ ア の カ ト リ ッ ク 修 道 女 。 イ ン ド の ス 15

ラ ム 街 で 病 人 ・ 孤 児 ・ 貧 者 の 救 済 活 動 を 行 っ た 。

T. Q .「 ガ ン デ ィ ー の 思 想 の 今 日 的 な 意 義 と は ？ 」

T. A .

ガ ン デ ィ ー は 、 サ テ ィ ヤ ー グ ラ ハ 「 真 理 の 把 持 、 ブ ラ フ マ チ ャ リ ヤ ー 「 自 己 浄 化 、 非 暴 力」 」

・ 不 殺 生 （ ア ヒ ン サ ー ） の 三 つ を 説 い た 。 近 代 ヨ ー ロ ッ パ が 、 武 器 を ど ん ど ん 発 達 さ せ て 暴

力 に 走 っ て し ま っ た 中 で 、 彼 は 非 暴 力 ・ 不 服 従 に よ っ て 、 暴 力 的 行 為 よ り も は る か に 積 極 的

。 。 ．な 行 動 を と っ て 真 理 を 貫 い た そ の こ と が ガ ン デ ィ ー の 思 想 の 今 日 的 な 意 義 で あ る 特 に ９

１ １ 事 件 以 降 の 世 界 に と っ て 。


